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展示ＰＲの実施
　谷での常設展示ＰＲの実施 　谷での常設展示ＰＲの実施 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観
・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施
　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 ・観戦動員の実施　15試合 ・観戦動員の実施　12試合
・観戦動員の実施　　 9試合 ・観戦動員の実施     4試合

　国内最高レベルの試合を間近で観戦できる機会があることを多くの市民に周知することや、70周年プラス１記念事業の

成果
ホームゲームへの市民親子招待、トップアスリートによるスポーツ教室、中学校部活動部員等のホームゲームへの招待等

を通して「する・みる・ささえる」というスポーツの多面性の中で、一市民一スポーツの推進を図ることができた。

・パートナー制度の趣旨や目的に対する各チームや母体企業の理解の深化

・事業を推進するにあたっての、各チームを始めとする関係各所との連携の一層の強化
課題

・パートナーチームに所属しない個人競技者への支援のあり方についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 刈谷キラキラ教室実施回数（回） 5 ー 3 5 5
指標
活動 学校派遣型刈谷キラキラ教室実施回数（回） ー 1 4 10 20
指標

　トップレベルの多くの競技に身近で触れ合うことが出来る、全国的

Ｄ

にもあまり類を見ない

　

本市のスポーツ
他市と

　

の 環境は、スポーツ振

　

興を図る上で、本市の

Ｏ

大きな強みとなってい

　

る。
比較検証

　
∧
　
　
実
　
　
施

Ｃ
　
事

　

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位
　

：千円
元年度 ２年度 ３

∨
年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 815 763 1,195 543 合計 1,194,640 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 1,170,640 円

一般財源 815 763 1,195 543

職員人件費　② 4,236 4,106 4,542 4,545

総事業費（①＋②） 5,051 4,869 5,737 5,088

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

３

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　全国や世

度

界で活躍するスポーツ

評

チームの情

主
た
る
内
容

価

○ホームタウンパート

）

ナー連絡会の開催（年

刈

3
報等を市民に周知す

谷

ることで、地域に親し

市

ま 　回）
れるチーム作

事

りに寄与するとともに

務

、「みる ○刈谷キラキ

事

ラ教室の開催
スポーツ

業

」の促進を図り、本市

評

の更なるスポ ○ホーム

価

タウンパートナーチー

シ

ム啓発用リー
ーツの活

ー

性化に寄与する。 　フ

ト

レット等の作成
○ウィ

（

ングアリーナ（ＷＡ）

様

刈谷等での啓発
　活動

式

の実施

位
置
づ
け

関連計

１

画 第3次刈谷市スポー

）

ツマスタープラン

根拠

会

法令

対象者 市民、ホー

計

ムタウンパートナーチ

名

ーム 事業期間 平成２７

担

年度 ～

実施方法 ■直営

当

　□委託　□指定管理

部

　□補助・助成　□そ

教

の他

育部

一般会計
ホー

Ｂ
　
事
　
業
　

ム

実
　
績

元年度実績 ２年

タ

度実績 ３年度実績 ４年

ウ

度計画

・パートナー数

ン

　　13チーム ・パー

パ

トナー数　　13チー

ー

ム ・パートナー数　　

ト

13チーム ・パートナ

ナ

ー数　　13チーム
・

ー

連絡会の開催　　　　

事

 3回 ・連絡会の開催

業

　　　　 3回 ・連絡

担

会の開催　　　　 3

当

回 ・連絡会の開催　　

課

　　 3回
・リーフレ

ス

ットやうちわの作 ・リ

ポ

ーフレットやクリアフ

ー

ァ ・リーフレットの作

ツ

成 ・啓発物品の作成
　

課

成 　イルの作成 ・市民

款

だより等でのＰＲ実施

項

・市民だより等でのＰ

目

Ｒ実施
・市民だより等

担

でのＰＲ実施 ・市民だ

当

より等でのＰＲ実施 ・

係

ＷＡ刈谷及びオアシス

指

館刈 ・ＷＡ刈谷及びオ

導

アシス館刈
・ＷＡ刈谷

係

及びオアシス館刈 ・Ｗ

1

Ａ刈谷及びオアシス館

0

刈 　谷での常設展示Ｐ

6

Ｒの実施 　谷での常設



Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　様々な競技で

令

、日本トップレベルの

和

チームやアスリート
・

４

法的業務
高い

が市内に

年

数多く存在していると

度

いう、全国でも類まれ

（

な恵
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 まれたス

和

ポーツ環境、すなわち

３

、本市の強みや特性を

年

活用
・市民生活上必要

度

である　など した事業

評

であり、地域のスポー

価

ツ振興や活性化、本市

）

の魅
力発信のために非

刈

常に有益な事業である

谷

。
　事業の実施にあた

市

っては、パートナーチ

事

ームの理解の下,
・コ

務

ストの節減、費用対効

事

果
高い

グッズや観戦機

業

会の提供、地域貢献活

評

動としての本市事業
効

価

率性 ・執行体制の効率

シ

性 への積極的な協力な

ー

どをいただいており、

ト

市民協働による
・手段

（

の最適性　など 取組み

様

の推進として、事業の

式

実施に係る効率や妥当

２

性、費
用対効果は高い

）

と思われる。
　住みよ

会

いまちづくりや市の魅

計

力発信のために、市が

名

市の
・市が主体となっ

担

て実施する
高い

強みや

当

特性を活用した事業を

部

主体的に実施すること

教

は、必
妥当性 　べき事

育

業であるか 要かつ不可

部

欠なことであると思わ

一

れる。
・総合計画との

般

整合性　など

　第3次

会

刈谷市スポーツマスタ

計

ープランの基本施策と

ホ

して推

施策への ・施策

ー

への貢献度
高い

進を図

ム

っており、「する、み

タ

る、ささえる」スポー

ウ

ツを通
・目標達成度 じ

ン

た魅力あるまちづくり

パ

に貢献している。
貢献

ー

度 ・市民サービスへの

ト

効果　など

今後の方向

ナ

性 ■拡充　□現状維持

ー

　□改善・効率化　□

事

縮小　□終期設定　□

業

休止・廃止

　第3次刈

担

谷市スポーツマスター

当

プランでは、基本施策

課

のスポーツを通じたま

ス

ちづくりに位置付けら

ポ

れ、恵まれたスポ
ーツ

ー

環境を有する本市だか

ツ

らこそ実施できる特色

課

のある事業である。本

款

事業は、地域のスポー

項

ツ振興や活性化、本市

目

の魅力向上・発信のた

担

めに非常に有益となっ

当

ていると思われるので

係

、今後についても各パ

指

ートナーチームとの連

導

携の
強化等を図り、事

係

業の一層の充実を目指

1

していく。

0 6 2



6

養成講座修了者数 48

2

0 23 50 50
指標 （人）

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 119 0 44 128 合計 44,000 円
報償費 44,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 119 0 44 128

職員人件費　② 1,155 1,120 1,893 1,894

総事業費（①＋②） 1,274 1,120 1,937 2,022

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 スポーツ
施策

和

体系
施策の内容 スポー

３

ツ指導者の育成

目
　
　

年

　
的

　市民がスポーツ

度

活動に取り組み、継続

評

でき

主
た
る
内
容

○専門

価

知識や実績を有する講

）

師によるスポー
るよう

刈

、その推進役となるリ

谷

ーダーを育成し､ 　ツ

市

リーダー養成講座の開

事

催
市民スポーツ活動の

務

活性化、継続化を図る

事

。

位
置
づ
け

関連計画 第

業

3次刈谷市スポーツマ

評

スタープラン

根拠法令

価

対象者 市民 事業期間 平

シ

成７年度 ～

実施方法 ■

ー

直営　□委託　□指定

ト

管理　□補助・助成　

（

□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　

当

業
　
実
　
績

元年度実績

部

２年度実績 ３年度実績

教

４年度計画

・スポーツ

育

リーダー養成講座 中止

部

・スポーツリーダー養

一

成講座 ・スポーツリー

般

ダー養成講座
　　開催

会

回数　1回（2コマ）

計

　　開催回数　1回（

ス

2コマ） 　　開催回数

ポ

　1回（2コマ）
　 

ー

【講座メニュー】 　 

ツ

【講座メニュー】
　 

リ

 ケガの予防と解決方

ー

法 　　アスリートと指

ダ

導者の心
　 （テーピ

ー

ング） 　　の成長方法

養

　  スタミナをつけ

成

る方法

　日々進歩する

講

専門知識や最新のスポ

座

ーツ科学を取り入れた

事

研修機会を継続的に提

業

供することにより、参

担

加者のスポーツ

成果
リ

当

ーダー、指導者として

課

の資質や知識の向上に

ス

寄与することができた

ポ

。

・現状、生涯学習指

ー

導者名簿等への掲載の

ツ

みである養成したリー

課

ダーを活用するシステ

款

ムのさらなる拡充

・参

項

加者数の増加に向けた

目

、実際の現場で活躍さ

担

れている指導者たちへ

当

の効率的、効果的な啓

係

発や講座内容の選定の

普

際の
課題

　ニーズの把

及

握

指標名称（単位）
実

係

績値 目標値

元年度 ２年

1

度 ３年度 ４年度 ６年度

0

活動 スポーツリーダー



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民がスポ

令

ーツを継続するために

和

は、だれもが気軽に参

４

・法的業務
普通

加でき

年

るスポーツプログラム

度

とそれを適切に指導す

（

る指導
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 者が必

和

要である。
・市民生活

３

上必要である　など

　

年

愛知教育大学等の教育

度

機関及びホームタウン

評

パートナー
・コストの

価

節減、費用対効果
普通

）

チーム等スポーツ関係

刈

団体と協働して、講座

谷

のメニュー作
効率性 ・

市

執行体制の効率性 りか

事

ら指導まで一環して行

務

い、産官学連携したス

事

ポーツ推
・手段の最適

業

性　など 進に努めてい

評

る。

　第3次刈谷市ス

価

ポーツマスタープラン

シ

の基本施策として推
・

ー

市が主体となって実施

ト

する
普通

進を図ってお

（

り、プランに掲げる基

様

本理念やテーマを実現

式

妥当性 　べき事業であ

２

るか するために、市が

）

主体的に実施していく

会

必要があると考え
・総

計

合計画との整合性　な

名

ど ている。

　第3次刈

担

谷市スポーツマスター

当

プランの基本施策とし

部

て推

施策への ・施策へ

教

の貢献度
高い

進を図っ

育

ており、指導者の資質

部

の向上等に貢献してい

一

る。
・目標達成度

貢献

般

度 ・市民サービスへの

会

効果　など

今後の方向

計

性 □拡充　□現状維持

ス

　■改善・効率化　□

ポ

縮小　□終期設定　□

ー

休止・廃止

　市民のス

ツ

ポーツ活動が多様化、

リ

高度化し、指導者への

ー

ニーズも質･量ともに

ダ

増大しており、指導者

ー

には、豊かな人間
性、

養

競技の専門性、スポー

成

ツ環境や条件の管理能

講

力などが求められてお

座

ります。今後について

事

は、技術指導だけでな

業

く、スポーツの多様な

担

楽しみ方の指導など、

当

幅広いマネージメント

課

ができる指導者の育成

ス

に努めます。
　また、

ポ

講座のテーマや回数に

ー

ついては、現場の声や

ツ

スポーツを取り巻く時

課

代の潮流等も参考に決

款

定を行います。

項 目 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

係

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

普

　
価
　
∨

及係

10 6



0

ら、市民の体力づくり

6

と健康増進、スポーツ

2

の振興を図ることができ

た。

　参加者の安全面を第一に配慮した企画運営を実施し、引き続き参加者数に対応したコース変更の検討が必要である。ま

た、本市の特色をさらに生かし、参加者のニーズにあった本大会の方向性の検討が必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 参加者数（人） 1,769 ― 381 2,000 2,000
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。（知立市・安城市・岡崎市・東浦町
他市との ・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,989 382 4,031 2,251 合計 4,030,800 円
役務費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 440,000 円
負担金、補助及び

一般財源 1,989 382 4,031 2,251 交付金 3,574,800 円

職員人件費　② 4,852 5,077 5,148 5,151

総事業費（①＋②） 6,841 5,459 9,179 7,402

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名

Ｄ

称

３年度までの累積事

　

業費 0

５年度以降の事

　

業費見込 0

　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 スポーツ
施

和

策体系
施策の内容 スポ

３

ーツ活動プログラムの

年

充実

目
　
　
　
的

　マラ

度

ソン競技者の拡大及び

評

市民のスポーツ

主
た
る

価

内
容

　年齢別男女別の

）

1.5㎞、3㎞、10

刈

㎞のマラソ
競技の参加

谷

意欲の増進を図り、体

市

力づくりと ンコースと

事

誰でも気軽に参加でき

務

るジョギン
健康増進、

事

生涯スポーツの振興を

業

図る。 グコースを設定

評

し市民マラソン大会を

価

開催す
る。

位
置
づ
け

関

シ

連計画 第3次刈谷市ス

ー

ポーツマスタープラン

ト

 

根拠法令  

対象者  

（

対象者を限定せず 事業

様

期間 昭和４８年度 ～

実

式

施方法 □直営　□委託

１

　□指定管理　■補助

）

・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

元

一

年度実績 ２年度実績 ３

般

年度実績 ４年度計画

参

会

加者数計　1,769

計

人 中止 ・開催方式をオ

か

ンラインマラ 参加見込

き

者数　2,000人
・

つ

1.5㎞（小学生）　

ば

　100人 　ソンに変

た

更して開催した。 1.

マ

5、3、10㎞コース

ラ

を男女別､
・3㎞（中

ソ

学生）　　 　96人

ン

　参加者数　381人

大

年齢別の計9部門で開

会

催する。
・3㎞（ジョ

開

ギング）　436人 ・

催

70周年プラス1記念

事

イベント
・10㎞（一

業

般）　　 1,137

担

人 　として、ゲストに

当

よるトー
　クショー、

課

ランニングクリ
　ニッ

ス

クを開催した。
　参加

ポ

者数 　87人

　関連

ー

団体や嘱託医を含め、

ツ

コロナ禍での安全な開

課

催方法や近隣市の開催

款

状況について検討し、

項

オンラインでの開催を

目

決

成果
定し、オンライ

担

ンマラソン大会を開催

当

することができた。関

係

連団体と協議を行い、

指

70周年プラス1事業

導

として記念イベン

トを

係

実施をすることができ

1

、コロナ禍でありなが



6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　一市民一

令

スポーツの振興を図る

和

ため、幅広い年代が気

４

軽
・法的業務

高い
に市

年

民が参加できる事業と

度

して必要である。
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

令

需要
・市民生活上必要

和

である　など

　かきつ

３

ばたマラソン大会実行

年

委員会へ事業補助金を

度

交付
・コストの節減、

評

費用対効果
普通

するこ

価

とにより、事務の効率

）

化を図る。
効率性 ・執

刈

行体制の効率性
・手段

谷

の最適性　など

　第7

市

次刈谷市総合計画では

事

、スポーツ活動プログ

務

ラムの充
・市が主体と

事

なって実施する
普通

実

業

として、市民がスポー

評

ツ活動に参加できる機

価

会の提供を
妥当性 　べ

シ

き事業であるか 掲げて

ー

おり、計画推進に必要

ト

な事業であると考えら

（

れる。
・総合計画との

様

整合性　など

　多くの

式

市民がスポーツに親し

２

み、スポーツ活動に参

）

加で

施策への ・施策へ

会

の貢献度
高い

きる機会

計

を提供する環境づくり

名

において、貢献してい

担

る。
・目標達成度

貢献

当

度 ・市民サービスへの

部

効果　など

今後の方向

教

性 □拡充　■現状維持

育

　□改善・効率化　□

部

縮小　□終期設定　□

一

休止・廃止

　市民が生

般

活の中でスポーツに興

会

味や関心を持つため、

計

スポーツに参加できる

か

機会を設けることで、

き

気軽にスポーツ
をはじ

つ

めるきっかけづくりや

ば

体力の向上及び健康増

た

進を図る。
　また、市

マ

民がスポーツ活動をす

ラ

る形態として、自分一

ソ

人や、家族、友人など

ン

個人やごく身近な人と

大

の少数での活動
が多く

会

なっている現状の受け

開

皿として、市民ニーズ

催

に即した事業の推進を

事

図る。
　

業
担当

Ｃ

課

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

ス

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

ポ

∨

ーツ課

款 項 目 担当係 指導係

10



2

大会に関
・カナダバスケットボール協 　する展示会の開催
　会と事前キャンプの覚書締
　結

　実行委員会を4回開催し、事前キャンプに向けて気運醸成等迎え入れの準備を行い、事前キャンプを実施した。受入や

成果
一連のおもてなしにより、関係団体と今後に繋がる良好な関係性を築き上げることができ、海外トップアスリートと交流

を楽しむ場を提供することで、市民にスポーツへの興味関心を持ってもらうきっかけとすることができた。また、アジア

競技大会開催の準備のため、アジア競技大会組織委員会等関係団体の現地視察受け入れやオンライン会議を行った。

　新型ウィルス感染症拡大防止のため、カナダ代表女子バスケットボールチームと市民との直接交流ができなかった。ま

た、事前キャンプの市民への周知を思うようにできなかった。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 国際スポーツ大会等誘致推進委員会開催回数（回） 1 1 2 1 2
指標

指標
　

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,761 5,812 41,734 359 合計 41,733,6

Ｄ

30 円
報償費 76,

　

800 円

財
　
源

特定

　

財源 0 0 7,963 0

　

旅費 5,160 円
需

Ｏ

用費 45,730 円

　

一般財源 6,761 5

　

,812 33,771

∧

359 委託料 4,76

　

3,011 円
負担金

　

、補助及び

職員人件費

実

　② 5,391 12,

　

319 17,413 9

　

,469 交付金 36,

施

842,929 円

総

　

事業費（①＋②） 12

　

,152 18,131

∨

59,147 9,828

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 東京２０２０大会ホストタウ
ン等新型コロナウイルス感染

５年度以降の事業費見込 0 症対策基金事業費助成金（県
）

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

３

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　国際スポ

度

ーツ大会等を誘致する

評

ことで、次

主
た
る
内
容

価

○国際スポーツ大会等

）

の招致活動の実施
世代

刈

を担う青少年に夢や希

谷

望を与えるととも 　・

市

誘致推進委員会の開催

事

に、スポーツとのふれ

務

あいを通じて、市民が

事

　・関係機関や競技団

業

体への訪問等による調

評

主体的にスポーツと関

価

わる「豊かなスポーツ

シ

　　査、情報収集及び

ー

ＰＲの実施
ライフの実

ト

現」に取り組む。 　・

（

東京2020オリンピ

様

ック・パラリンピック

式

　　参加国の事前キャ

１

ンプ地の誘致
　・聖火

）

リレー実施準備及び啓

会

発
　・聖火リレー負担

計

金

位
置
づ
け

関連計画 第

名

3次刈谷市スポーツマ

担

スタープラン

根拠法令

当

対象者 市民、競技団体

部

事業期間 平成２８年度

教

～

実施方法 ■直営　□

育

委託　□指定管理　□

部

補助・助成　□その他

一般会計
国際スポー

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

ツ

績

元年度実績 ２年度実

大

績 ３年度実績 ４年度計

会

画

・誘致推進委員会の

等

開催　1回・誘致推進

招

委員会の開催　1回・

致

誘致推進委員会の開催

事

　2回・誘致推進委員

業

会の開催　1回
・フッ

担

トサル日本代表練習合

当

・競技団体等への訪問

課

等によ ・バスケットボ

ス

ール女子カナ ・競技団

ポ

体等への訪問等によ
　

ー

宿の受入れ 　る招致に

ツ

関する調査、ＰＲ 　ダ

課

代表チーム事前キャン

款

プ 　る招致に関する調

項

査、ＰＲ
・競技団体等

目

への訪問等によ   等

担

の実施 　実施に向けた

当

準備及び受入   等の

係

実施
　る招致に関する

普

調査、ＰＲ ・実行委員

及

会開催　　　　3回　

係

れ ・東京2020オリ

1

ンピック・パ
  等の

0

実施 ・聖火リレーの実

6

施 　ラリンピック競技



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ハイレベルな

令

スポーツ競技大会を開

和

催することで、「ス
・

４

法的業務
高い

ポーツの

年

まち刈谷」を内外にア

度

ピールするとともに、

（

本市
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 における

和

更なるスポーツ振興が

３

図られ、スポーツを通

年

じた
・市民生活上必要

度

である　など 青少年の

評

健全育成、生きがいづ

価

くり等、本市のまちづ

）

くり
に大きく寄与する

刈

ものである。
　他市に

谷

はない本市の特性を生

市

かした取組みであり、

事

スポ
・コストの節減、

務

費用対効果
普通

ーツを

事

通じたまちづくりを推

業

進するために適してい

評

る事業
効率性 ・執行体

価

制の効率性 の1つであ

シ

る。
・手段の最適性　

ー

など

　スポーツを通じ

ト

たまちづくりを推進す

（

るために、市が主
・市

様

が主体となって実施す

式

る
普通

体となって実施

２

すべき事業である。
妥

）

当性 　べき事業である

会

か
・総合計画との整合

計

性　など

　第3次スポ

名

ーツマスタープランに

担

掲げる「豊かなスポー

当

ツ

施策への ・施策への

部

貢献度
高い

ライフの実

教

現」「一市民一スポー

育

ツ」の実現に向け、そ

部

の
・目標達成度 施策の

一

1つである「みるスポ

般

ーツ」の推進を図る上

会

で、貢献
貢献度 ・市民

計

サービスへの効果　な

国

ど 度の高い事業である

際

。

今後の方向性 ■拡充

ス

　□現状維持　□改善

ポ

・効率化　□縮小　□

ー

終期設定　□休止・廃

ツ

止

　第3次スポーツマ

大

スタープランに掲げる

会

「豊かなスポーツライ

等

フの実現」「一市民一

招

スポーツ」の実現に向

致

けた施策
の1つとして

事

、今後も事業の拡大を

業

図り、国際スポーツ大

担

会等の誘致を積極的に

当

実施し、スポーツを通

課

じたまちづくり
を推進

ス

する。

ポーツ

Ｃ
 

課

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

款

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

項 目 担当係 普及係

10 6 2



6 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 0 0 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 0 2,271 0

総事業費（①＋②） 0 0 2,271 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 スポーツ
施策

和

体系
施策の内容 スポー

３

ツ活動プログラムの充

年

実

目
　
　
　
的

地元球団

度

である日本フットサル

評

リーグ所属名

主
た
る
内

価

容

〇刈谷市制施行７０

）

周年プラス１記念大会

刈

名
古屋オーシャンズの

谷

リーグ戦を本市に誘致

市

し 古屋オーシャンズホ

事

ームゲームの開催（市

務

民
、フットサルの試合

事

を身近に観戦できる機

業

会 招待等）
を設けるこ

評

とで、市民のスポーツ

価

への関心を
高めるとと

シ

もに、スポーツを始め

ー

る機会の提
供を行う。

ト

位
置
づ
け

関連計画

根拠

（

法令

対象者 事業期間 令

様

和３年度 ～ 令和３年度

式

実施方法 ■直営　□委

１

託　□指定管理　□補

）

助・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

一

元年度実績 ２年度実績

般

３年度実績 ４年度計画

会

　 　 ・令和3年6月2

計

0日(日) 　
　 　 　午

日

後3時30分試合開始

本

　
　 　 ・名古屋オーシ

フ

ャンズVS湘南 　
　 　

ッ

ベルマーレ 　
　　　―

ト

―――――― 　　　―

サ

―――――― ・観客数

ル

　768人 　　　――

リ

―――――
・市民観戦

ー

招待　18組

　地元球

グ

団である日本フットサ

開

ルリーグ所属名古屋オ

催

ーシャンズのリーグ戦

事

を本市に誘致し、フッ

業

トサルの試合を身近に

担

成果
観戦できる機会を

当

設けることで、市民の

課

スポーツへの関心を高

ス

めるとともに、スポー

ポ

ツを始める機会の提供

ー

を行う。

　コロナウイ

ツ

ルス感染症感染拡大に

課

よる、小・中学生フッ

款

トサル教室の中止

課題

項

指標名称（単位）
実績

目

値 目標値

元年度 ２年度

担

３年度 ４年度 ６年度

成

当

果 観客数(人) 768

係

指標
活動
指標

他市との

普

比較検証

及係

10



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　フットサル

令

の試合を身近に観戦で

和

きる機会を設けること

４

・法的業務
高い

で、市

年

民のスポーツへの関心

度

を高めることができた

（

。
必要性 ・市民ニーズ

令

、社会需要
・市民生活

和

上必要である　など

　

３

運営を委託することで

年

、職員の負担を減らす

度

ことができ
・コストの

評

節減、費用対効果
普通

価

た。
効率性 ・執行体制

）

の効率性
・手段の最適

刈

性　など

　フットサル

谷

ができる施設であるこ

市

とから、そこで市民が

事

・市が主体となって実

務

施する
普通

フットサル

事

の試合を観戦できる事

業

業として開催すること

評

が
妥当性 　べき事業で

価

あるか できた。
・総合

シ

計画との整合性　など

ー

　一流選手のプレーを

ト

間近に見る機会として

（

開催すること

施策への

様

・施策への貢献度
高い

式

ができた。
・目標達成

２

度
貢献度 ・市民サービ

）

スへの効果　など

今後

会

の方向性 □拡充　□現

計

状維持　■改善・効率

名

化　□縮小　□終期設

担

定　□休止・廃止

市制

当

施行70周年プラス1

部

記念事業のため、今後

教

の開催については検討

育

が必要である。

部

一般会

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 

計

　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評

日

　
価
　
∨

本フットサルリーグ開催事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 普及係

10 6



2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 50 5,924 0 合計 5,924,210 円
需用費 415,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 5,924 0 委託料 5,401,360 円
使用料及び賃借料 107,450 円

一般財源 0 50 0 0

職員人件費　② 0 2,613 1,514 0

総事業費（①＋②） 0 2,663 7,438 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

３

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　地元球団

度

である中日ドラゴンズ

評

主催のオー

主
た
る
内
容

価

〇中日ドラゴンズのオ

）

ープン戦を開催
プン戦

刈

を本市に誘致し、プロ

谷

野球の試合を身 　・日

市

時：令和4年3月8日

事

近に観戦できる機会を

務

設けることで、市民の

事

　・主催：中日新聞社

業

・中日ドラゴンズ
スポ

評

ーツへの関心を高める

価

とともに、スポー 　・

シ

共催：刈谷市
ツを始め

ー

る機会の提供を行う。

ト

　・会場：刈谷球場

位

（

置
づ
け

関連計画 第3次

様

刈谷市スポーツマスタ

式

ープラン

根拠法令

対象

１

者 市民 事業期間 令和３

）

年度 ～ 令和３年度

実施

会

方法 ■直営　■委託　

計

□指定管理　□補助・

名

助成　□その他

担当部 教育部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

元年

計

度実績 ２年度実績 ３年

プ

度実績 ４年度計画

　 中

ロ

止 （Ｒ2繰越分） 　
　

野

・市民だより等での広

球

報 　
　 ・中日新聞社へ

オ

の事業開催委 　
　 　託

ー

　
　　　――――――

プ

― ・横断幕等の設置 　

ン

　　―――――――

　

戦

地元球団である中日ド

開

ラゴンズ主催のオープ

催

ン戦を本市に誘致し、

事

プロ野球の試合を身近

業

に観戦できる機会を設

担

けるこ

成果
とで、市民

当

のスポーツへの関心を

課

高めるとともに、スポ

ス

ーツを始める機会の提

ポ

供を行うことができた

ー

。

　事務の効率化のた

ツ

めに、委託の範囲を検

課

討することが必要であ

款

る。

課題

指標名称（単

項

位）
実績値 目標値

元年

目

度 ２年度 ３年度 ４年度

担

６年度

成果 観客数（人

当

） ― ― 3,323 ― ―

係

指標
活動
指標

他市との

普

比較検証

及係
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　プロ野球の試

令

合を身近に観戦できる

和

機会を設けることで
・

４

法的業務
高い

、スポー

年

ツへの関心を向上する

度

ことができた。
必要性

（

・市民ニーズ、社会需

令

要
・市民生活上必要で

和

ある　など

　運営を委

３

託することで、職員の

年

負担を減らすことがで

度

き
・コストの節減、費

評

用対効果
普通

た。
効率

価

性 ・執行体制の効率性

）

・手段の最適性　など

刈

　プロ野球ができる施

谷

設であることから、そ

市

こで市民がプ
・市が主

事

体となって実施する
普

務

通
ロ野球の試合をを観

事

戦できる事業として開

業

催することがで
妥当性

評

　べき事業であるか き

価

た。
・総合計画との整

シ

合性　など

　一流選手

ー

のプレーを間近に見る

ト

機会として開催するこ

（

と

施策への ・施策への

様

貢献度
高い

ができた。

式

・目標達成度
貢献度 ・

２

市民サービスへの効果

）

　など

今後の方向性 □

会

拡充　■現状維持　■

計

改善・効率化　□縮小

名

　□終期設定　□休止

担

・廃止

　不定期開催（

当

2～3年毎）のため、

部

職員が運営内容を把握

教

し辛いため、委託でき

育

る部分を増やし、効率

部

的に事業を進
めて行き

一

たい。

般会計

Ｃ
 

プ

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

ロ

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

野球オープン戦開催事業
担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 普及係

10 6 2



1

谷市総合型地域スポー

0

ツ 　講習会の開催  

6

    　  1回　

2

講習会の開催　　　　  1回
　クラブ活動支援金の交付 ・刈谷市総合型地域スポーツ
　　　　　　　1クラブ10万円　クラブ活動支援金の交付

　　　　　　　1クラブ20万円
　研究会の開催によるクラブ間の定期的な情報共有や意見交換、研究会での協議を基にした講習会やバドミントン交流会

成果
等の開催などにより、各クラブの活動の充実やクラブスタッフの資質の向上等を図ることが出来た。また、新型コロナウ

イルス感染症対策として、各クラブに20万円ずつ支援金を交付した。

　会員の確保、活動拠点の確保、安定的な財源の確保、運営スタッフの充実、組織力の強化等、各クラブの自立及び経営

の安定化に向けた新たな支援の検討
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 総合型地域スポーツクラブ加入者数 2,148 1,391 1,566 2,200 2,300
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　岡崎市1クラブ、豊田市11クラブ、碧南市1クラブ、安城市2クラブ、西尾市4クラブ、みよし市3クラブ、
比較検証 知立市1クラブ、高浜市1クラブ、幸田町1クラブ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年

Ｄ

度

（決算） （決算） （

　

決算） （予算） 事業費

　

内訳

事業費　① 250

　

850 1,450 25

Ｏ

0 合計 1,450,0

　

00 円
委託料 250

　

,000 円

財
　
源

特

∧

定財源 0 0 0 0 負担金

　

、補助及び
交付金 1,

　

200,000 円

一

実

般財源 250 850 1

　

,450 250

職員人

　

件費　② 2,310 2

施

,240 2,650 2

　

,651

総事業費（①

　

＋②） 2,560 3,

∨

090 4,100 2,901

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 スポーツ

和

施策体系
施策の内容 ク

３

ラブ・団体の育成

目
　

年

　
　
的

　地域のスポー

度

ツ振興のみならず、ス

評

ポーツ

主
た
る
内
容

〇各

価

クラブの自立に向けた

）

調査研究（刈谷市
を通

刈

じた地域コミュニティ

谷

の形成、青少年育 　総

市

合型地域スポーツクラ

事

ブ研究会の開催）
成、

務

高齢者や障害のある人

事

の社会参画の場と
して

業

の効果を期待する総合

評

型地域スポーツク
ラブ

価

の育成を図る。

位
置
づ

シ

け

関連計画 スポーツ基

ー

本計画（国）、第3次

ト

刈谷市スポーツマスタ

（

ープラン

根拠法令 スポ

様

ーツ基本法

対象者 市民

式

事業期間 平成１６年度

１

～

実施方法 □直営　■

）

委託　□指定管理　■

会

補助・助成　□その他

計名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

般

績

元年度実績 ２年度実

会

績 ３年度実績 ４年度計

計

画

・刈谷市総合型地域

総

スポーツ ・刈谷市総合

合

型地域スポーツ ・刈谷

型

市総合型地域スポーツ

地

・刈谷市総合型地域ス

域

ポーツ
　クラブ研究会

ス

　クラブ研究会 　クラ

ポ

ブ研究会 　クラブ研究

ー

会
　研究会開催回数　

ツ

　　  6回　研究会

ク

開催回数　　　  6

ラ

回　研究会開催回数　

ブ

　　  6回　研究会

育

開催回数　　　  6

成

回
　バドミントン交流

事

会の開催 　バドミント

業

ン交流会   中止　

担

バドミントン交流会の

当

開催 　バドミントン交

課

流会の開催
　   　

ス

　　　　　　　   

ポ

1回　卓球交流会の開

ー

催　　  1回　  

ツ

　　　　　　　　　　

課

1回　   　　　　

款

　　　　   1回
　

項

卓球交流会     

目

　 　 中止　講習会

担

の開催　　　　  1

当

回　卓球交流会の開催

係

　 　中止　卓球交流

普

会     　 　 

及

 1回
　講習会の開催

係

　　　　  1回・刈
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　総合型

令

地域スポーツクラブに

和

は、実施種目や世代の

４

多様
・法的業務

高い
性

年

などの特性から、スポ

度

ーツ振興のみならず、

（

地域コミュ
必要性 ・市

令

民ニーズ、社会需要 ニ

和

ティの形成や青少年の

３

健全育成、高齢者等の

年

社会参画の
・市民生活

度

上必要である　など 場

評

の提供などの役割が期

価

待できるため、市がク

）

ラブの育成
支援を積極

刈

的に行うことはとても

谷

有益である。
　自主財

市

源により継続的に運営

事

できるよう執行体制、

務

運営
・コストの節減、

事

費用対効果
普通

方法や

業

活動内容を整理し、会

評

員を確保できるようよ

価

り一層
効率性 ・執行体

シ

制の効率性 の啓発活動

ー

と活動内容の充実が求

ト

められている。
・手段

（

の最適性　など

　地域

様

住民が主体的な運営が

式

できるよう育成支援す

２

るため
・市が主体とな

）

って実施する
高い

に必

会

要な事業である。
妥当

計

性 　べき事業であるか

名

・総合計画との整合性

担

　など

　第3次刈谷市

当

スポーツマスタープラ

部

ンの基本施策として推

教

施策への ・施策への貢

育

献度
高い

進を図ってお

部

り、活動の充実やスタ

一

ッフの資質の向上等、

般

・目標達成度 市内各ク

会

ラブの育成に貢献して

計

いる。また、中学校区

総

ごと
貢献度 ・市民サー

合

ビスへの効果　など に

型

設立された各クラブは

地

、住民が気軽にスポー

域

ツ活動等に
参加できる

ス

場としての役割を果た

ポ

すことが出来ている。

ー

今後の方向性 □拡充　

ツ

■現状維持　□改善・

ク

効率化　□縮小　□終

ラ

期設定　□休止・廃止

ブ

　運営補助金の交付に

育

ついては、削減計画に

成

基づき削減をすすめて

事

きた結果として29年

業

度末をもって終了とな

担

りまし
たが、クラブ運

当

営の基本である自主・

課

自立に向け、引き続き

ス

、定期的な研究会の開

ポ

催により、各クラブ間

ー

の情報共有
や意見交換

ツ

、アドバイザーからの

課

助言聴取等を図るとと

款

もに、各クラブの運営

項

の安定化に向けた財源

目

確保策等の検討
を進め

担

ます。

当係 普

Ｃ
 

及

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

係

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

1



7,693 37,877 37,780 42,122 合計 37,780,129 円
需用費 626,017 円

財
　
源

特定財源 794 695 2,254 884 役務費 30,800 円
委託料 36,934,334 円

一般財源 36,899 37,182 35,526 41,238 使用料及び賃借料 188,978 円

職員人件費　② 2,002 2,016 2,044 2,045

総事業費（①＋②） 39,695 39,893 39,824 44,167

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

３

整備・改善

目
　
　
　
的

年

公園内の施設の維持管

度

理を指定管理者に行わ

評

主
た
る
内
容

〇総合運動

価

公園の施設及び樹木等

）

の管理運営
せることに

刈

より、利用者の安全性

谷

の確保と快
適性の維持

市

を図る。

位
置
づ
け

関連

事

計画

根拠法令 都市公園

務

法、刈谷市都市公園条

事

例

対象者 公園利用者 事

業

業期間 平成２９年度 ～

評

実施方法 □直営　□委

価

託　■指定管理　□補

シ

助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

名

元年度実績 ２年度実績

担

３年度実績 ４年度計画

当

公園と体育施設の一体

部

的な管 公園と体育施設

教

の一体的な管 指定管理

育

者による一体的な管 指

部

定管理者による一体的

一

な管
理をすることがで

般

きた。 理をすることが

会

できた。 理運営をする

計

ことができた。 理運営

総

を行う。

　都市公園内

合

にある体育施設と一体

運

的に指定管理者が管理

動

することにより、利用

公

者への対応などをスム

園

ーズに行うことが

成果

管

できた。

　総合運動公

理

園内の放置自動車が増

運

加しているため、指定

営

管理者と連携して対策

事

が必要である。

課題

指

業

標名称（単位）
実績値

担

目標値

元年度 ２年度 ３

当

年度 ４年度 ６年度

成果

課

公園や緑地が充実して

ス

いると思う市民の割合

ポ

（％） ― 72.3 ― 7

ー

6.0 80.0
指標
活

ツ

動
指標

他市との
比較検

課

証

款 項 目 担当係 業務

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

係

ス
　
ト

単位：千円
元年

8

度 ２年度 ３年度 ４年度

4

３年度

（決算） （決算

5

） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3



2

中心的な組織として、継続した活動を行うため、安定した財源確保に努めていく必

要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 加盟人数（人） 11,668 11,959 11,837 13,000 13,000
指標

 
指標

公益財団法人・・・豊橋市・豊田市・小牧市・名古屋市・岡崎市・安城市
他市との ＮＰＯ法人・・・犬山市
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,550 5,140 6,150 4,550 合計 6,150,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 6,150,000 円

一般財源 8,550 5,140 6,150 4,550

職員人件費　② 9,242 6,346 6,814 6,818

総事業費（①＋②） 17,792 11,486 12,964 11,368

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 クラブ・

３

団体の育成

目
　
　
　
的

年

市民の健全な心身の発

度

展に寄与することを目

評

主
た
る
内
容

〇市長杯大

価

会の開催
的に活動する

）

刈谷市体育協会に対し

刈

補助を行 〇国体出場選

谷

手の激励
い、本市にお

市

ける体育・スポーツ団

事

体を統括 〇功労者表彰

務

するとともに市民スポ

事

ーツの普及振興を図る

業

｡

位
置
づ
け

関連計画 第

評

3次刈谷市スポーツマ

価

スタープラン

根拠法令

シ

 

対象者 刈谷市スポー

ー

ツ協会加盟団体 事業期

ト

間 昭和３４年度 ～

実施

（

方法 □直営　□委託　

様

□指定管理　■補助・

式

助成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ

教

　
事
　
業
　
実
　
績

元年

育

度実績 ２年度実績 ３年

部

度実績 ４年度計画

・刈

一

谷市体育協会創立60

般

周年 ・刈谷市長杯総合

会

体育大会の ・刈谷市長

計

杯総合体育大会の ・刈

刈

谷市長杯総合体育大会

谷

、
　記念事業及び刈谷

市

市長杯総 　開催等 　開

ス

催等 　国民体育大会選

ポ

手壮行会の
　合体育大

ー

会、国民体育大会 ・各

ツ

種国際スポーツ大会等

協

の ・各種国際スポーツ

会

大会等の 　開催等
　選

補

手壮行会の開催等 　誘

助

致に向けた取組 　誘致

事

に向けた取組 ・各種国

業

際スポーツ大会等の
・

担

各種国際スポーツ大会

当

等の 　誘致に向けた取

課

組
　誘致に向けた取組

ス

　各種事業を実施し、

ポ

市民スポーツの普及振

ー

興を図るとともに、ス

ツ

ポーツ少年団への補助

課

や、スポーツ振興事業

款

開設補助

成果
によりジ

項

ュニア育成事業の一層

目

の推進を図り、本市の

担

将来を担う競技者の育

当

成を図った。また、刈

係

谷市と協働しながら、

指

国際スポーツ大会等の

導

誘致に向けた取組を行

係

い、「みる・ささえる

1

スポーツ」の普及に努

0

めた。

　本市における

6

体育・スポーツ団体の



係

,750 1,750
指

1

標
 

指標
【他市レクリ

0

エーション協会加盟状

6

況】
他市との 名古屋市

2

、豊橋市、一宮市、碧南市、西尾市、日進市、岩倉市、豊明市、北名古屋市、清須市、長久手市、
比較検証 あま市、弥富市、犬山市、小牧市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,920 2,343 2,247 2,500 合計 2,247,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 2,247,000 円

一般財源 1,920 2,343 2,247 2,500

職員人件費　② 5,006 4,853 5,148 5,303

総事業費（①＋②） 6,926 7,196 7,395 7,803

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

３

クラブ・団体の育成

目

年

　
　
　
的

刈谷市レクリ

度

エーション協会に対し

評

補助を行

主
た
る
内
容

市

価

内のスポーツ・レクリ

）

エーション団体を束
い

刈

、市民の健康と文化の

谷

向上並びに健全なス ね

市

、各団体の指導育成、

事

各種大会の開催及び
ポ

務

ーツ・レクリエーショ

事

ン活動の実施、普及 指

業

導者養成などの事業を

評

実施する。
を図る。

位

価

置
づ
け

関連計画 第3次

シ

刈谷市スポーツマスタ

ー

ープラン

根拠法令  

対

ト

象者 刈谷市レクリエー

（

ション協会加盟団体 事

様

業期間 昭和２２年度 ～

式

実施方法 □直営　□委

１

託　□指定管理　■補

）

助・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

一

元年度実績 ２年度実績

般

３年度実績 ４年度計画

会

・刈谷市民盆おどり大

計

会をは ・協会主催事業

刈

の実施 ・協会主催事業

谷

の実施 ・刈谷市民盆お

市

どり大会をは
　じめと

レ

する協会主催事業の ・

ク

加盟団体委託事業の実

リ

施 ・加盟団体委託事業

エ

の実施 　じめとする協

ー

会主催事業の
　実施 　

シ

実施
・加盟団体委託事

ョ

業の実施 ・加盟団体委

ン

託事業の実施

　市民の

協

健康と文化向上を図る

会

ため、各種スポーツ・

補

レクリエーション活動

助

を実施するとともに、

事

加盟団体の支援・育成

業

成果
に努め、更なる生

担

涯学習活動の振興が図

当

られた。

　市内のスポ

課

ーツ・レクリエーショ

ス

ンの更なる普及・振興

ポ

を図るため、協会所属

ー

団体が主体性を持って

ツ

継続的、組織的に

活動

課

できる仕組みと次代を

款

担うレクリエーション

項

リーダーの養成が必要

目

である。
課題

指標名称

担

（単位）
実績値 目標値

当

元年度 ２年度 ３年度 ４

係

年度 ６年度

活動 加盟人

指

数（人） 1,662 1

導

,714 1,673 1



24 24
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,594 14,106 18,570 26,528 合計 18,570,420 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 18,570,420 円

一般財源 12,594 14,106 18,570 26,528

職員人件費　② 1,309 1,269 1,211 1,212

総事業費（①＋②） 13,903 15,375 19,781 27,740

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

４

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

３

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

　トップリーグをはじ

度

めとする全国大会等を

評

主
た
る
内
容

〇トップリ

価

ーグをはじめとする全

）

国大会等の
開催するこ

刈

とにより、競技者の拡

谷

大、競技団 　運営補助

市

体の強化を図ると共に

事

観戦機会を提供し、市

務

民のスポーツ振興を図

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

第3次刈谷市スポーツ

評

マスタープラン

根拠法

価

令  

対象者 刈谷市スポ

シ

ーツ協会へ関連する競

ー

技団体 事業期間 ～

実施

ト

方法 □直営　□委託　

（

□指定管理　■補助・

様

助成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ

部

　
事
　
業
　
実
　
績

元年

教

度実績 ２年度実績 ３年

育

度実績 ４年度計画

　日

部

本女子ソフトボールリ

一

ー 　日本女子ソフトボ

般

ールリー 　日本女子ソ

会

フトボールリー 　ニト

計

リJDリーグを始めと

各

す
グを始めとする20

種

の大会に補 グを始めと

大

する11の大会に補 グ

会

を始めとする22の大

補

会に補 る24の大会に

助

補助金を交付す
助金を

事

交付した。 助金を交付

業

した。 助金を交付する

担

。 る。

　全国レベルの

当

大会等を誘致すること

課

で、市民がスポーツに

ス

触れる機会を創出する

ポ

とともに、「みる・さ

ー

さえるスポーﾂ｣

成果

ツ

を通じて、スポーツ活

課

動に参加できるきっか

款

けづくりを行った。ま

項

た、青少年がスポーツ

目

に親しみ、競技力の向

担

上や幅広

い交流を行う

当

機会を支援し、青少年

係

の健全育成を図った。

指

　みる、ささえるスポ

導

ーツを通じて、本市の

係

更なるスポーツ振興を

1

はかるため、事業を充

0

実させ、全国大会や世

6

界大会の

積極的な誘致

2

を行う。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 大会数（大会） 20 11 11



ばたマラソン等市主
　催事業への協力 　催事業への協力　中止 　催事業への協力 　催事業への協力
・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催

　地域のスポーツコーディネーターとして、一市民一スポーツの推進に寄与することができた。

成果
　支部会及び部会、企画委員会をそれぞれ毎月1回定例で開催することにより、スポーツ推進委員間の情報共有や交流促

進、連携強化等が図られ、事業等を円滑に実施することが出来た。

・スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得

・人口等に比した適切な人数の確保及び推進委員の高齢化への対策
課題

・委員の選定方法や報酬額についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） ― 50.3 ― 53.9 57.5
指標

 
指標

近隣市の推進委員の数及び委員1人あたりの人口（令和元年度：愛知県スポーツ局より）
他市との 　刈谷市50人／3,060人　
比較検証 　碧南市30人／2,400人　安城市57人／3,298人　知立市28人／2,471人　高浜市25人／1,920人

　岡崎市119人／3,252人 西尾市62人／2,726人　豊田市156人／2,731人　みよし市22人／2,818人

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　

Ｃ
　

　

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

∧

位：千円
元年度 ２年度

　

３年度 ４年度 ３年度

（

　

決算） （決算） （決算

実

） （予算） 事業費内訳

　

事業費　① 509 50

　

2 331 909 合計 3

施

30,533 円
旅費

　

3,660 円

財
　
源

　

特定財源 0 0 0 0 需用

∨

費 195,776 円
役務費 78,560 円

一般財源 509 502 331 909 委託料 6,237 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 3,081 2,240 2,271 3,788 交付金 46,300 円

総事業費（①＋②） 3,590 2,742 2,602 4,697

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ指導者

３

の育成

目
　
　
　
的

地域

年

のスポーツ推進のため

度

に活動するスポー

主
た

評

る
内
容

○研修会等への

価

参加
ツ推進委員の支援

）

を行う。 〇定例会議の

刈

開催
○自主事業の開催

谷

〇啓発冊子の発行
〇市

市

民の要望に応じた実技

事

指導の実施
〇学校、公

務

民館等の教育機関その

事

他行政機関
　が行うス

業

ポーツ行事又は事業へ

評

の協力

位
置
づ
け

関連計

価

画 第3次刈谷市スポー

シ

ツマスタープラン

根拠

ー

法令 スポーツ基本法、

ト

刈谷市スポーツ推進委

（

員に関する規則

対象者

様

市民、スポーツ推進委

式

員 事業期間 昭和３７年

１

度 ～

実施方法 ■直営　

）

□委託　□指定管理　

会

□補助・助成　□その

計

他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実

般

　
績

元年度実績 ２年度

会

実績 ３年度実績 ４年度

計

計画

・自主事業の開催

ス

・自主事業の開催 ・自

ポ

主事業の開催 ・自主事

ー

業の開催
　スポーツふ

ツ

れあいｄａｙ　 　スポ

推

ーツふれあいｄａｙ　

進

　スポーツふれあいｄ

委

ａｙ　 　スポーツふれ

員

あいｄａｙ　
　ＧＯＧ

事

Ｏウォーキング 　ＧＯ

業

ＧＯウォーキング 　Ｇ

担

ＯＧＯウォーキング 　

当

ＧＯＧＯウォーキング

課

　ノルディック・ウォ

ス

ークス 　ノルディック

ポ

・ウォークス 　ノルデ

ー

ィック・ウォークス 　

ツ

ノルディック・ウォー

課

クス
　テーション 　テ

款

ーション 　テーション

項

　テーション
・啓発冊

目

子の発行　4回 ・啓発

担

冊子の発行　4回 ・啓

当

発冊子の発行 4回 ・

係

啓発冊子の発行
・地域

普

への推進員派遣　35

及

回 ・地域への推進員派

係

遣　4回 ・地域への推

1

進員派遣　9回 ・地域

0

への推進員派遣
・かき

6

つばたマラソン等市主

2

・かきつばたマラソン等市主 ・かきつばたマラソン等市主 ・かきつ



の移行促進

・競技者が大会に参加したくなるような効果的、効率的な啓発
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 各種大会、イベント参加者数（人） 12,657 4,925 6,510 13,000 13,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 381 283 212 404 合計 211,600 円
役務費 11,600 円

財
　
源

特定財源 118 126 92 140 委託料 200,000 円

一般財源 263 157 120 264

職員人件費　② 1,925 1,867 1,741 1,742

総事業費（①＋②） 2,306 2,150 1,953 2,146

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 大会参加料
保険料実費徴収金

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

４

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

３

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

各種目毎に参加者相互

度

の情報交換と交流を深

評

主
た
る
内
容

〇専門の知

価

識と実績を有する団体

）

等への事業
めるととも

刈

に、スポーツの普及振

谷

興に寄与す 　委託によ

市

る各種スポーツ大会の

事

開催
る。

位
置
づ
け

関連

務

計画 第3次刈谷市スポ

事

ーツマスタープラン

根

業

拠法令  

対象者 市民 事

評

業期間 ～

実施方法 □直

価

営　■委託　□指定管

シ

理　□補助・助成　□

ー

その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業

名

　
実
　
績

元年度実績 ２

担

年度実績 ３年度実績 ４

当

年度計画

・スポーツ大

部

会等の開催 ・スポーツ

教

大会等の開催 ・スポー

育

ツ大会等の開催 ・スポ

部

ーツ大会等の開催
　一

一

万人卓球　751人 　

般

一万人卓球　中止 　一

会

万人卓球　中止 　一万

計

人卓球　
　ユニホッケ

各

ー　中止 　ユニホッケ

種

ー　80人 　ユニホッ

大

ケー　中止 　ユニホッ

会

ケー
　ＧＯＧＯウォー

開

キング194人　ＧＯ

催

ＧＯウォーキング28

事

2人　ＧＯＧＯウォー

業

キング 　ＧＯＧＯウォ

担

ーキング
　参加者数　

当

計945人 　参加者　

課

計362人 　参加者　

ス

計232人

　市民が気

ポ

軽に参加できる大会を

ー

開催することにより、

ツ

選手間の交流が深めら

課

れた。また、日頃のス

款

ポーツ活動の成果を

成

項

果
発揮できる場を提供

目

することにより、競技

担

力や取組み意欲の向上

当

を図ることが出来た。

係

　誰もが、いつでも、

普

どこでも、手軽に始め

及

られ、継続して行うこ

係

とが出来るスポーツで

1

あるウォーキングの大

0

会を開催

することによ

6

り、普段スポーツに関

2

わりの少ない市民にスポーツを始めるきっかけ作りを行うことが出来た。

・競技団体による自主的な大会開催へ



子どもから高齢者まで、多くの市民に、スポーツを始める、スポーツに親しむきっかけ作りを行うことができた。

成果
　ノルディックウォークのアンケートによると、継続的に参加されている市民が多く、継続して運動する場を提供するこ

とができた。

・スポーツをしてない人たちが、スポーツに対して興味・関心を持ち、スポーツ活動に参加したくなるような効率的、  

  効果的な啓発
課題

・競技種目の継続実施を希望する方々に向けた、既存競技団体等への橋渡しや受け皿の確保

・効率的なイベント開催によるスポーツ推進委員の負担の軽減

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

活動 スポーツふれあいｄａｙ等開催回数(回） 25 7 10 20 20
指標
成果 スポーツふれあいｄａｙ等一般参加者数(人） 1,062 219 283 875 875
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 540 439 200 200 合計 200,000 円
委託料 200,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 540 439 200 200

職

Ｄ

員人件費　② 1,92

　

5 1,867 1,74

　

1 1,515

総事業費

　

（①＋②） 2,465

Ｏ

2,306 1,941

　

1,715

建
設
事
業

全

　

体事業費（単位：千円

∧

） 0 ３年度特定財源名

　

称

３年度までの累積事

　

業費 0

５年度以降の事

実

業費見込 0

　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 スポーツ
施策体系

施

和

策の内容 スポーツ活動

３

プログラムの充実

目
　

年

　
　
的

生涯スポーツの

度

振興にあたり、市民が

評

手軽に

主
た
る
内
容

〇刈

価

谷市スポーツ推進委員

）

協議会への委託に
楽し

刈

める環境づくりを推進

谷

するため、ニュー 　よ

市

るスポーツふれあいｄ

事

ａｙ等の開催
スポーツ

務

を広く紹介する。

位
置

事

づ
け

関連計画 第3次刈

業

谷市スポーツマスター

評

プラン

根拠法令  

対象

価

者 市民 事業期間 ～

実施

シ

方法 □直営　■委託　

ー

□指定管理　□補助・

ト

助成　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ

担

　
事
　
業
　
実
　
績

元年

当

度実績 ２年度実績 ３年

部

度実績 ４年度計画

・ス

教

ポーツふれあいｄａｙ

育

の ・スポーツふれあい

部

ｄａｙの ・スポーツふ

一

れあいｄａｙの ・スポ

般

ーツふれあいｄａｙの

会

　開催　14回 　開催

計

　2回 　開催　3回 　

ニ

開催
　一般参加者数　

ュ

847人　 　一般参加

ー

者数　94人 　一般参

ス

加者数　149人　 　

ポ

種　　目
　種　　目 　

ー

種　　目 　種　　目 　

ツ

　ノルディック・ウォ

普

ーク
　　ノルディック

及

・ウォーク 　　ノルデ

事

ィック・ウォーク 　　

業

ノルディック・ウォー

担

ク 　　ソフトバレーボ

当

ール
　　ミニテニス 　

課

　ファミリーバドミン

ス

トン 　　ソフトバレー

ポ

ボール 　　ミニテニス

ー

　等
　　ソフトバレー

ツ

ボール　等 　　ボッチ

課

ャ　等 　　ミニテニス

款

　 ・ノルディック・ウ

項

ォークス
・ノルディッ

目

ク・ウォークス ・ノル

担

ディック・ウォークス

当

　　ボッチャ　等 　テ

係

ーションの開催（月1

普

回）
　テーションの開

及

催回数11回 　テーシ

係

ョンの開催回数5回 ・

1

ノルディック・ウォー

0

クス
　一般参加者数　

6

215人 　一般参加者

2

数　125人 　テーションの開催回数7回
　



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 305 0 0 305 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 305 0 0 305

職員人件費　② 3,620 3,509 3,558 3,560

総事業費（①＋②） 3,925 3,509 3,558 3,865

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

令和４年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

度

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

（

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

令

計画
分野 教育文化

基本

和

施策 スポーツ
施策体系

３

施策の内容 スポーツ活

年

動プログラムの充実

目

度

　
　
　
的

愛知万博メモ

評

リアル愛知県市町村対

価

抗駅伝競

主
た
る
内
容

市

）

町村駅伝大会に刈谷市

刈

チームを編成し、派
走

谷

大会に刈谷市代表選手

市

を派遣し、市民にＰ 遣

事

する事業を実行委員会

務

に委託する。
Ｒするこ

事

とで競技の普及を図る

業

とともに刈谷
市を含め

評

た愛知県内の市町村ス

価

ポーツ振興に
寄与する

シ

。

位
置
づ
け

関連計画 第

ー

3次刈谷市スポーツマ

ト

スタープラン 

根拠法

（

令  

対象者 選抜選手並

様

びに実行委員 事業期間

式

平成１８年度 ～

実施方

１

法 □直営　■委託　□

）

指定管理　□補助・助

会

成　□その他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　

一

事
　
業
　
実
　
績

元年度

般

実績 ２年度実績 ３年度

会

実績 ４年度計画

各部門

計

2名、計18名の選手

担

を選各部門2名計18

当

名の選手を選出実行委

課

員会を1回書面開催し

ス

た各部門2名計18名

ポ

の選手を選出
出し、5

ー

回の合同練習会を行っ

ツ

し、5回の合同練習会

課

を行う。。 し、5回の

款

合同練習会を行う。
た

項

。 ・目標順位　第7位

目

入賞 　　　　　　　　

担

　　　中止 ・目標順位

当

　第7位入賞
・総合順

係

位　第16位 　　　　

指

　　　　　　　中止

　

導

実行委員会を1回書面

係

開催し、コロナ禍にお

1

ける参加方法を検討し

0

た。

成果

　世代ごとの

6

選手選考及び発掘、大

2

会のＰＲや広報が課題である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ６年度

成果 総合順位（位） 16 ― ― 7 7
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,737 496 2,053 3,780 合計 2,053,000 円
報償費 2,053,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 2,737 496 2,053 3,780

職員人件費　② 1,309 1,269 1,287 1,288

総事業費（①＋②） 4,046 1,765 3,340 5,068

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 スポーツ
施策体系

和

施策の内容 スポーツ活

３

動プログラムの充実

目

年

　
　
　
的

全国大会等に

度

刈谷市から出場する選

評

手に対し

主
た
る
内
容

国

価

際大会、全国大会等に

）

出場する選手に激励
て

刈

激励金を交付すること

谷

により、大会での活 金

市

を支給し大会での活躍

事

を祈念する。
躍を激励

務

するとともに、各競技

事

の技術力向上
と普及振

業

興を図る。

位
置
づ
け

関

評

連計画 第3次刈谷市ス

価

ポーツマスタープラン

シ

 

根拠法令  

対象者 全

ー

国大会出場届提出者 事

ト

業期間 ～

実施方法 ■直

（

営　□委託　□指定管

様

理　□補助・助成　□

式

その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業

教

　
実
　
績

元年度実績 ２

育

年度実績 ３年度実績 ４

部

年度計画

・交付人数　

一

420人 ・交付人数　

般

92人 ・交付人数　2

会

33人 ・交付見込人数

計

　525人
・交付金額

各

　2,737,000

種

円 ・交付金額　496

大

,000円 ・交付金額

会

　2,056,000

出

円 ・交付見込金額　3

場

,780,000円

　

選

本市から世界大会や全

手

国大会等へ出場する選

激

手に対して、激励金を

励

交付することにより大

事

会の活躍を願い激励し

業

た。ま

成果
た、各種大

担

会出場選手への激励並

当

びに補助を行い、スポ

課

ーツ振興と競技力向上

ス

に努めるとともに、全

ポ

国大会等出場選手の

把

ー

握に努めることができ

ツ

た。

　平成29年度よ

課

り交付基準の改正をお

款

こなっため、各種大会

項

出場選手に対して各種

目

大会出場選手激励事業

担

の交付基準を広

く周知

当

していく必要がある。

係

課題

指標名称（単位）

指

実績値 目標値

元年度 ２

導

年度 ３年度 ４年度 ６年

係

度

活動 交付人数（人）

1

420 92 233 52

0

5 550
指標

 
指標

 

6

他市との
比較検証

2



係

10 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 261,636 260,409 269,862 276,727 合計 269,862,341 円
需用費 64,472,240 円

財
　
源

特定財源 59,304 53,309 57,888 53,780 役務費 1,046,119 円
委託料 200,210,057 円

一般財源 202,332 207,100 211,974 222,947 使用料及び賃借料
4,133,925 円

職員人件費　② 4,236 3,808 3,407 3,409

総事業費（①＋②） 265,872 264,217 273,269 280,136

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 ウィングアリーナ刈谷等使用
料

５年度以降の事業費見込 0 行政財産目的外使用料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

３

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

ウィングアリーナ刈谷

評

等の管理及び運営を適

価

主
た
る
内
容

〇体育施設

）

の管理・運営
切に行い

刈

、市民サービスの向上

谷

を図る。 〇体育施設の

市

利用受付
〇自主事業の

事

開催

位
置
づ
け

関連計画

務

第3次刈谷市スポーツ

事

マスタープラン

根拠法

業

令 刈谷市体育施設条例

評

対象者 施設利用者 事業

価

期間 平成１９年度 ～

実

シ

施方法 ■直営　□委託

ー

　■指定管理　□補助

ト

・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

元

当

年度実績 ２年度実績 ３

部

年度実績 ４年度計画

・

教

指定管理者による管理

育

運営 ・指定管理者によ

部

る管理運営 ・指定管理

一

者による管理運営 ・指

般

定管理者による管理運

会

営
・ウィングアリーナ

計

刈谷 ・ウィングアリー

ウ

ナ刈谷 ・ウィングアリ

ィ

ーナ刈谷
　利用者数　

ン

339,764人 　利

グ

用者数　221,05

ア

8人 　利用者数　23

リ

7,263人

　民間の

ー

ノウハウを生かし、効

ナ

率的な管理運営や各種

刈

事業が実施できた。

成

谷

果

　指定管理者の自主

等

事業や新たな提案等を

施

検討し、さらなる施設

設

の活用を検討する必要

管

がある。

課題

指標名称

理

（単位）
実績値 目標値

事

元年度 ２年度 ３年度 ４

業

年度 ６年度

活動 スポー

担

ツ教室指定事業参加者

当

数（人） 6,064 3

課

,290 4,795 5

ス

,000 6,000
指

ポ

標
成果 週1回以上スポ

ー

ーツをしている市民の

ツ

割合（％） ― 50.3

課

― 53.9 57.5
指

款

標
他市の施設管理、指

項

定管理　安城市、豊田

目

市、西尾市、岡崎市、

担

みよし市
他市との 　　

当

　　　　　　直営　　

係

　知立市、碧南市、高

業

浜市 
比較検証

務



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 148,429 160,657 166,840 186,140 合計 166,840,139 円
需用費 3,796,606 円

財
　
源

特定財源 34,833 24,795 25,944 28,541 役務費 308,706 円
委託料 162,734,427 円

一般財源 113,596 135,862 140,896 157,599 負担金、補助及び
交付金 400 円

職員人件費　② 3,851 3,434 3,407 3,409

総事業費（①＋②） 152,280 164,091 170,247 189,549

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

５年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ施設の

３

整備・充実・開放

目
　

年

　
　
的

体育館等の施設

度

管理及び運営を適切に

評

行い

主
た
る
内
容

〇体育

価

施設の管理、運営
市民

）

サービスの向上を図る

刈

。

位
置
づ
け

関連計画 第

谷

3次刈谷市スポーツマ

市

スタープラン

根拠法令

事

スポーツ基本法、刈谷

務

市体育施設条例

対象者

事

施設利用者 事業期間 平

業

成１９年度 ～

実施方法

評

■直営　■委託　■指

価

定管理　□補助・助成

シ

　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

元年度実

名

績 ２年度実績 ３年度実

担

績 ４年度計画

・指定管

当

理者及び直営による ・

部

指定管理者及び直営に

教

よる ・指定管理者及び

育

直営による 指定管理者

部

及び直営による　
　管

一

理運営 　管理運営 　管

般

理運営 管理運営
・刈谷

会

市体育館 ・刈谷市体育

計

館 ・刈谷市体育館
　利

体

用者数　158,15

育

2人 　利用者数　10

館

2,289人 　利用者

等

数　131,064人

施

　指定管理者による管

設

理運営により施設を安

管

全に運営することがで

理

きた。

成果

　指定管理

事

範囲外の施設のより円

業

滑な管理運営方法や体

担

育館の施設維持老朽化

当

対策を検討する必要が

課

ある。

課題

指標名称（

ス

単位）
実績値 目標値

元

ポ

年度 ２年度 ３年度 ４年

ー

度 ６年度

活動 刈谷市体

ツ

育館個人利用者数（人

課

） 29,363 11,

款

708 19,141 2

項

0,000 30,00

目

0
指標
成果 週1回以上

担

スポーツをしている市

当

民の割合（％） ― 50

係

.3 ― 53.9 57.

業

5
指標

　他市の状況、

務

指定管理　豊田市、西

係

尾市、岡崎市、みよし

1

市
他市との 　　　　　

0

　　直営　　　安城市

6

、知立市、碧南市、高

3

浜市
比較検証



係

10 6 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 32,367 6,053 6,148 20,044 合計 6,147,900 円
需用費 2,297,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 3,850,000 円

一般財源 32,367 6,053 6,148 20,044

職員人件費　② 2,310 2,091 1,893 1,894

総事業費（①＋②） 34,677 8,144 8,041 21,938

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

３

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

ウィングアリーナ刈谷

評

等の円滑な管理運営を

価

主
た
る
内
容

〇ウィング

）

アリーナ刈谷等の設備

刈

の修繕、工
図る。 事

位

谷

置
づ
け

関連計画 第3次

市

刈谷市スポーツマスタ

事

ープラン

根拠法令 スポ

務

ーツ基本法

対象者 施設

事

利用者 事業期間 平成２

業

１年度 ～

実施方法 ■直

評

営　□委託　□指定管

価

理　□補助・助成　□

シ

その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業

計

　
実
　
績

元年度実績 ２

名

年度実績 ３年度実績 ４

担

年度計画

・ウィングア

当

リーナ刈谷 ・ウィング

部

アリーナ刈谷 ・ウィン

教

グアリーナ刈谷 ・ウィ

育

ングアリーナ刈谷
　中

部

央監視装置更新工事 　

一

休憩室修繕 　ろ過装置

般

修繕 　1階女子更衣室

会

等空調設備改
　ＳＲノ

計

ズル更新工事 ・ウェー

ウ

ブスタジアム刈谷 　点

ィ

吊りワイヤー取替修繕

ン

　修工事
　ウッドデッ

グ

キ改修工事 他 　高圧

ア

受電設備改修工事 ・ウ

リ

ェーブスタジアム刈谷

ー

・グリーングラウンド

ナ

刈谷　
　放送室特別室

刈

床修繕 　天然芝部分張

谷

替え修繕　他
　誘導灯

等

不具合修繕

　施設整備

施

により利用者の安全性

設

や利便性を向上した。

改

成果

　今後、施設の老

修

朽化により予期しない

事

修繕等も考えられるた

業

め、日頃の点検を強化

担

した上で維持権利計画

当

を検討する必

要がある

課

。
課題

指標名称（単位

ス

）
実績値 目標値

元年度

ポ

２年度 ３年度 ４年度 ６

ー

年度

成果 利用者満足度

ツ

（％） 91 93 88 －

課

－
指標

 
指標

公認陸上

款

競技場　第1種　名古

項

屋市
他市との 　　　　

目

　　　　第2種　豊田

担

市、知多市
比較検証 　

当

　　　　　　　第3種

係

　名古屋市、豊橋市、

業

豊川市、一宮市、半田

務

市



、高浜市1棟、西尾市5棟（Ｓ
他市との 54、Ｓ59、Ｈ4、Ｈ5、Ｈ21)
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 28,618 43,188 9,800 31,450 合計 9,800,450 円
需用費 9,555,700 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 8,000 工事請負費 244,750 円

一般財源 28,618 43,188 9,800 23,450

職員人件費　② 2,310 2,091 1,893 1,894

総事業費（①＋②） 30,928 45,279 11,693 33,344

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

３

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

体育館等の施設の

度

円滑な管理運営を図る

評

。

主
た
る
内
容

〇体育館

価

等の設備の修繕、工事

）

位
置
づ
け

関連計画 第3

刈

次刈谷市スポーツマス

谷

タープラン

根拠法令 ス

市

ポーツ基本法

対象者 施

事

設利用者 事業期間 平成

務

２８年度 ～

実施方法 ■

事

直営　□委託　□指定

業

管理　□補助・助成　

評

□その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事
　

）

業
　
実
　
績

元年度実績

会

２年度実績 ３年度実績

計

４年度計画

・リモート

名

装置更新工事 ・小垣江

担

グラウンド防球ネッ ・

当

刈谷市体育館宿直室修

部

繕 ・刈谷球場デザイン

教

サークル
・空調用ダク

育

ト等更新工事 　ト修繕

部

・刈谷市体育館武道場

一

2階ガ　　改修工事
・

般

電話交換機更新工事 ・

会

刈谷球場グラウンド改

計

修工 　ラスフィルム修

体

繕 ・刈谷球場内野スタ

育

ンドトイ
・住吉テニス

館

コートフェンス 　事 ・

施

双葉グラウンドコイン

設

点灯A　レ改修工事
　

改

改修工事 ・井ケ谷グラ

修

ウンド防球ネッ 　版更

事

新工事 ・自家用発電機

業

取替工事
・井ケ谷グラ

担

ウンド防球ネッ 　ト改

当

修工事 ・陣場調整池グ

課

ラウンドゴル
　ト設置

ス

工事 ・刈谷市体育館弓

ポ

道場床改修 　フ場整備

ー

工事
　工事　他7件

　

ツ

施設整備により利用者

課

の安全性や利便性を向

款

上した。

成果

　今後、

項

施設の老朽化により予

目

期しない修繕等も考え

担

られるため、日頃の点

当

検を強化した上で維持

係

管理計画を検討する必

業

要がある。
課題

指標名

務

称（単位）
実績値 目標

係

値

元年度 ２年度 ３年度

1

４年度 ６年度

成果 利用

0

者満足度（％） 84 8

6

4 83 ー －
指標

指標
体

3

育館施設　安城市2棟（Ｓ54、Ｈ12）、碧南市1棟（Ｈ7)、知立市1棟（Ｓ57)



係

　
ト

単位：千円
元年度

1

２年度 ３年度 ４年度 ３

0

年度

（決算） （決算）

6

（決算） （予算） 事業

3

費内訳

事業費　① 14,840 4,452 3,142 2,863 合計 3,142,205 円
役務費 306,515 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 176,000 円
備品購入費 2,659,690 円

一般財源 14,840 4,452 3,142 2,863

職員人件費　② 0 0 0 0

総事業費（①＋②） 14,840 4,452 3,142 2,863

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和４

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

３

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

ウィングアリーナ刈谷

評

等の備品を整備し、円

価

主
た
る
内
容

〇管理用備

）

品の購入
滑な施設運営

刈

を図る。

位
置
づ
け

関連

谷

計画 第3次刈谷市スポ

市

ーツマスタープラン

根

事

拠法令  

対象者 施設利

務

用者 事業期間 平成１９

事

年度 ～

実施方法 ■直営

業

　□委託　□指定管理

評

　□補助・助成　□そ

価

の他

シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

元年度実績 ２年

計

度実績 ３年度実績 ４年

名

度計画

・ウィングアリ

担

ーナ刈谷 ・ウィングア

当

リーナ刈谷 ・ウィング

部

アリーナ刈谷 ・ウィン

教

グアリーナ刈谷
　ワイ

育

ヤレスマイク　他4件

部

　フットサル用ゴール

一

　他3件　プール洗浄

般

機　他1件 　プール用

会

車椅子
・ウェーブスタ

計

ジアム刈谷 ・ウェーブ

ウ

スタジアム刈谷 ・ウェ

ィ

ーブスタジアム刈谷 　

ン

ワイヤレスマイク2台

グ

　サッカーゴールネッ

ア

ト　 　砲丸置台　他1

リ

0件 　肥料散布機　他

ー

15件 ・ウェーブスタ

ナ

ジアム刈谷
　他2件 ・

刈

AED　5台 　陸上競

谷

技記録情報処理シス
・

等

散水機　2台 　テム機

備

器
・テーブル　2台

　

品

備品の整備により利用

整

者の安全性や利便性を

備

向上した。

成果

　老朽

事

化した備品もあるため

業

、計画的な整備が必要

担

である。

課題

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

課

元年度 ２年度 ３年度 ４

ス

年度 ６年度

活動 購入件

ポ

数（件） 8 24 18 ー

ー

－
指標

      
指

ツ

標
 

他市との
比較検証

課

款 項 目 担当係 業務

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス



員人件費　② 0 0 0 0

総事業費（①＋②） 403 666 2,192 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

４

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ施設の

３

整備・充実・開放

目
　

年

　
　
的

体育館等の備品

度

等を整備し、円滑な施

評

設運営

主
た
る
内
容

〇管

価

理用備品の購入
を図る

）

。

位
置
づ
け

関連計画 第

刈

3次刈谷市スポーツマ

谷

スタープラン

根拠法令

市

スポーツ基本法

対象者

事

施設利用者 事業期間 平

務

成２２年度 ～

実施方法

事

■直営　□委託　□指

業

定管理　□補助・助成

評

　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事

）

　
業
　
実
　
績

元年度実

会

績 ２年度実績 ３年度実

計

績 ４年度計画

・ミスト

名

発生器　2台 ・小垣江

担

グラウンド用芝刈り ・

当

港町グラウンド用チー

部

ム　 　
・ワイヤレスマ

教

イク　1本 　機　2台

育

　シェルター　4台 　

部

・AED　3台 ・港町

一

グラウンド用スポーツ

般

　
　アルミベンチ　1

会

6脚 　
・刈谷球場草刈

計

機　1台 　　　―――

体

――――

　備品の整備

育

により利用者の安全性

館

や利便性を向上した。

等

成果

　老朽化した備品

備

もあるため、計画的な

品

整備が必要である。

課

整

題

指標名称（単位）
実

備

績値 目標値

元年度 ２年

事

度 ３年度 ４年度 ６年度

業

活動 購入件数（件） 2

担

2 3 ー －
指標

    

当

  
指標

 
他市との
比

課

較検証

スポーツ課

款 項 目

Ｃ
　
事
　
業
　

担

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

当

元年度 ２年度 ３年度 ４

係

年度 ３年度

（決算） （

業

決算） （決算） （予算

務

） 事業費内訳

事業費　

係

① 403 666 2,1

1

92 0 合計 2,192

0

,300 円
備品購入

6

費 2,192,300

3

 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 403 666 2,192 0

職



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ３年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 13,556 13,234 4,472 8,160 合計 4,471,850 円
報償費 2,092,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 888,250 円
委託料 1,491,000 円

一般財源 13,556 13,234 4,472 8,160

職員人件費　② 4,313 6,720 5,678 5,682

総事業費（①＋②） 17,869 19,954 10,150 13,842

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３年度特定財源名称

３年度までの累積事業費 0

５年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

４

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

３

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

小中学校の体育施

度

設を地域住民のスポー

評

ツ活

主
た
る
内
容

〇管理

価

指導員の委嘱
動へ開放

）

し、市民の健康の保持

刈

増進と体力の 〇開放運

谷

営業務の委託
向上を図

市

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

第3次刈谷市スポーツ

務

マスタープラン

根拠法

事

令 刈谷市立小中学校体

業

育施設のスポーツ開放

評

に関する規則

対象者 市

価

民 事業期間 昭和５２年

シ

度 ～

実施方法 ■直営　

ー

■委託　□指定管理　

ト

□補助・助成　□その

（

他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実

当

　
績

元年度実績 ２年度

部

実績 ３年度実績 ４年度

教

計画

・利用件数　9,

育

373件 ・利用件数　

部

5,343件 ・利用件

一

数　9,758件 ・利

般

用件数　10,000

会

件
・利用人数　194

計

,456人 ・利用人数

学

　112,133人 ・

校

利用人数　188,3

開

04人 ・利用人数　2

放

00,000人

　多く

事

の市民にスポーツ活動

務

の場を提供することが

費

でき、一市民一スポー

事

ツの推進が図られたと

業

ともに、市民の健康の

担

保

成果
持増進と体力の

当

向上に寄与することが

課

できた。また、公共施

ス

設予約案内システムの

ポ

改修を行い、利用申請

ー

の受付を各学校

の窓口

ツ

からシステムによる受

課

付に変更するなど、運

款

用方法を見直した。

　

項

運営委員会及び管理指

目

導員の在り方を検討す

担

る必要がある。

課題

指

当

標名称（単位）
実績値

係

目標値

元年度 ２年度 ３

業

年度 ４年度 ６年度

活動

務

 学校スポーツ開放登

係

録人数（人） 8,62

1

9 7,857 8,54

0

7 9,000 9,00

6

0
指標

指標

他市との
比

3

較検証


